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　「勉強の仕方が分からない」

　何度も何度も聞いてきた言葉です。そのまま時だけが過ぎてません

か？そういう方は、是非この本で問題を解きながら、予習と復習をして

下さい。

　本書は受験学年の生徒のみならず、１年生、２年生の皆様にとって

も勉強の習慣をつけるのに良い書です。特にノートのまとめ方の参考

になると思います。

　１年生、２年生の皆様はこの書を熟読し、勉強したことのまとめ方

を会得して、自分で学習する習慣が身につきますよう願っています。

　知識のないところからは何も生まれてきません。卒後に得られる情

報の信憑性の判断も出来ません。

　この書が、皆様が鍼灸師としてのスタートラインに立つ一助になるこ

とを願ってやみません。

� 2024年１月吉日 

� 稲田　久

はじめに
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東洋医学の基礎 Q&A1
1 東洋医学では心と体を分けて考える。 1 □ ×：一体として考える。心身一如

2 東洋医学では人と自然を一体としてとらえる。 2 □ ○ 

3 陰陽に分類できない事象も存在する。 3 □ ×：あらゆる事象は陰陽に分類でき
る。

4 陰陽論では明・温・上などは陰に属する。 4 □ ×：陽に属する。

5 陰陽論では奇数は陽に属する。 5 □ ○ 

6 陰陽は対立し、独立した存在である。 6 □ ×：互根 

7 陰陽の量が増減することを転化という。 7 □ ×：転化 → 消長

8 一日の気温の変化は陰陽の消長で表される。 8 □ ○

9 陰陽の相互依存を可分という。 9 □ ×：可分 → 互根

� 昼から夜への変化を消長という。 � □ ×：消長 → 転化

⓫ 季節の変化は消長で表される。 ⓫ □ ○

⓬ 陰陽が互いに制約しあう事で平衡を保っている。 ⓬ □ ○

⓭ 火と水の関係は転化で表される。 ⓭ □ ×：転化 → 可分

⓮ 五臓は陰であるため、さらに可分することはでき
ない。

⓮ □ ×：全ての事象は可分することができ
る。

⓯ 六腑は体の内部なので陰に属する。 ⓯ □ ×：六腑は外部に属するため陽であ
る。

⓰ 陰陽論では人体の表層や背部は陽に属す。 ⓰ □ ○

⓱ 五臓の中で最も陰に属するのは腎である。 ⓱ □ ×：陰中の至陰である脾

⓲ 五行学説は陰陽論を基にした理論である。 ⓲ □ ×：陰陽論と五行論は別の理論。

⓳ 五行学はあらゆる事象を５つの性質に分けてその
盛衰や転化を考えるものである。

⓳ □ ×：関係性を考える理論である。

AnswerQuestion
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□	 東洋医学では、人と自然との関係を表す考え方を（天人合一思想）、または（天人相応）と
いう。

□	（心身一如）とは、心と体は一体であり、相互に作用することを意味する。　

□	 陰陽学説とは古代中国の哲学理論で、（陰）と（陽）という対立する概念によってあらゆる
事象を分類し、その相互作用や盛衰・転化を考えるものである。

□	 自然界における陰陽の組み合わせと分類

□	 陰と陽は相反する属性で成り立つ。この対立した組み合わせは、どちらか一方だけでは成
立しない。このような陰陽の相互依存を（互根）という。

□	 陰と陽は（対立）するものであり、互いに（制約）し合う。このような制約によって平衡
を取ることができる。

□	 陰陽の量が増減することを（消長）という。

□	 陽から陰、陽から陰への変化は（転化）という。

□	 あらゆる事象は陰陽に分類できる。これを（可分）という。

□	 人体も陰陽の法則に基づき分類される。臍より上を（陽）
とし、臍より下を（陰）とする、また、上下以外では（内
部）が陰で（外部）が陽となる。

□	 体内を陰陽で分けると、口から肛門まで体外とつながる
腑（六腑）が陽であり、臓（五臓）が陰である。五臓の
中でも胸部にある（心肺）は陽であり、腹部にある（肝腎）は陰である。

□	 人体における陰陽の組み合わせと分類

 五行学説
□	 五行学説とは、あらゆる現象を（木・火・土・金・水）の5つの性質に分類し、その関係

性を考える理論である。

陽 明 温 熱 火 上 動 東 南 天 進 雄 剛 凸 白 奇数 浮 昇

陰 暗 冷 寒 水 下 静 西 北 地 退 雌 柔 凹 黒 偶数 沈 降

陽
→

←
陰

心 （陽中の陽）

肺 （陽中の陰）

肝 （陰中の陽）

腎 （陰中の陰）

脾 （陰中の至陰）

五臓の陰陽分類（可分）

陽 男 背 外 表 腑 気 生 熱 魂 六腑 衛 気 幼

陰 女 腹 内 裏 臓 血 死 寒 魄 五臓 営 血 老

東洋医学の基礎1

　国家試験の過去問題を参考に作
成したオリジナルの正誤問題です。
　ポイント整理で要点を確認した後
で、解答と解説を赤シートで隠して
問題にチャレンジしてみましょう。
　十分に理解し、記憶に定着した
らチェックボックスにチェックを入れ
ましょう。

　国家試験に出題されている内容の
要点を短くまとめています。
　国家試験に出題されているキー
ワードや重要語句は赤字にしてあり
ます。赤シートを利用して、繰り返し
学習できるようになっています。
　十分に理解し、記憶に定着したら
チェックボックスにチェックを入れま
しょう。

国家試験にでるポイント

国家試験にでる問題

本書の活用法
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□	 東洋医学では、人と自然との関係を表す考え方を（天人合一思想）、または（天人相応）と
いう。

□	 （心身一如）とは、心と体は一体であり、相互に作用することを意味する。　

□	 陰陽学説とは古代中国の哲学理論で、（陰）と（陽）という対立する概念によってあらゆる
事象を分類し、その相互作用や盛衰・転化を考えるものである。

□	 自然界における陰陽の組み合わせと分類

□	 陰と陽は相反する属性で成り立つ。この対立した組み合わせは、どちらか一方だけでは成
立しない。このような陰陽の相互依存を（互根）という。

□	 陰と陽は（対立）するものであり、互いに（制約）し合う。このような制約によって平衡
を取ることができる。

□	 陰陽の量が増減することを（消長）という。

□	 陽から陰、陽から陰への変化は（転化）という。

□	 あらゆる事象は陰陽に分類できる。これを（可分）という。

□	 人体も陰陽の法則に基づき分類される。臍より上を（陽）
とし、臍より下を（陰）とする、また、上下以外では（内
部）が陰で（外部）が陽となる。

□	 体内を陰陽で分けると、口から肛門まで体外とつながる
腑（六腑）が陽であり、臓（五臓）が陰である。五臓の
中でも胸部にある（心肺）は陽であり、腹部にある（肝腎）は陰である。

□	 人体における陰陽の組み合わせと分類

 五行学説
□	 五行学説とは、あらゆる現象を（木・火・土・金・水）の5つの性質に分類し、その関係

性を考える理論である。

陽 明 温 熱 火 上 動 東 南 天 進 雄 剛 凸 白 奇数 浮 昇

陰 暗 冷 寒 水 下 静 西 北 地 退 雌 柔 凹 黒 偶数 沈 降

陽
→

←
陰

心 （陽中の陽）

肺 （陽中の陰）

肝 （陰中の陽）

腎 （陰中の陰）

脾 （陰中の至陰）

五臓の陰陽分類（可分）

陽 男 背 外 表 腑 気 生 熱 魂 六腑 衛 幼

陰 女 腹 内 裏 臓 血 死 寒 魄 五臓 営 老

東洋医学の基礎1
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 五行の関係
□	 循環的な産生関係を（相生）という。

□	 相互に制約し合うことを（相克）という。

□	 相克が過剰になっている異常な状態を（相乗）という。

□	 本来は克す側が克される異常な状態を（相侮）という。

自然界における五行配当

五行 木 火 土 金 水

五時（五季） 春 夏 長夏 秋 冬

五能 生 長 化 収 蔵

五気（五悪） 風 熱（暑） 湿 燥 寒

五音 角 徴 宮 商 羽

五臭 臊（羶） 焦 香 腥 腐

人体における五行配当

五臓 肝 心 脾 肺 腎

五腑 胆 小腸 胃 大腸 膀胱

五華 爪 面・色 唇 毛 髪

五官（五根） 目 舌 口 鼻 耳

五液 涙 汗 涎 涕 唾

五味 酸 苦 甘 辛 鹹

五体 筋 血脈 肌肉 皮 骨

五神 魂 神 意 魄 志

五脈 弦 鈎 代 毛 石

五志（五情） 怒 喜 思 憂 恐

五声 呼 笑 歌 哭 呻

五病 語 噫 呑 咳 欠

五労 久行 久視 久坐 久臥 久立

図1-1

相生木

火水

金 土

相克
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東洋医学の基礎 Q&A1
1 東洋医学では心と体を分けて考える。 1 □ ×：一体として考える。心身一如

2 東洋医学では人と自然を一体としてとらえる。 2 □ ○ 

3 陰陽に分類できない事象も存在する。 3 □ ×：あらゆる事象は陰陽に分類でき
る。

4 陰陽論では明・温・上などは陰に属する。 4 □ ×：陽に属する。

5 陰陽論では奇数は陽に属する。 5 □ ○ 

6 陰陽は対立し、独立した存在である。 6 □ ×：互根 

7 陰陽の量が増減することを転化という。 7 □ ×：転化 → 消長

8 一日の気温の変化は陰陽の消長で表される。 8 □ ○

9 陰陽の相互依存を可分という。 9 □ ×：可分 → 互根

� 夏至や冬至のタイミングを消長という。 � □ ×：消長 → 転化

⓫ 季節の変化は消長で表される。 ⓫ □ ○

⓬ 陰陽が互いに制約しあうことで平衡を保っている。 ⓬ □ ○

⓭ 火と水の関係は転化で表される。 ⓭ □ ×：転化 → 対立

⓮ 五臓は陰であるため、さらに可分することはでき
ない。

⓮ □ ×：全ての事象は可分することができ
る。

⓯ 六腑は体の内部なので陰に属する。 ⓯ □ ×：六腑は外部に属するため陽であ
る。

⓰ 陰陽論では人体の表層や背部は陽に属す。 ⓰ □ ○

⓱ 五臓の中で陰中の陽は腎である。 ⓱ □ ×：腎は陰中の陰である。

⓲ 五行学説は陰陽論を基にした理論である。 ⓲ □ ×：陰陽論と五行論は別の理論。

⓳ 五行学説はあらゆる事象を５つの性質に分けてそ
の盛衰や転化を考えるものである。

⓳ □ ×：関係性を考える理論である。

AnswerQuestion
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⓴ 生、長、化、収、蔵を五能という。 ⓴ □ ○

㉑ 五音の角と五臓の肝は木に属する。 ㉑ □ ○

㉒ 五気の湿と五華の毛は土に属する。 ㉒ □ ×：毛は金に属する。

㉓ 腎と同じ五行属性には目や筋がある。 ㉓ □ ×：目や筋は肝と同じ木に属する。

㉔ 筋、血脈、肌肉などは五華と呼ばれる。 ㉔ □ ×：五華 → 五体

㉕ 声の種類も五行分類が存在する。 ㉕ □ ○

㉖ 久立は水に属すことから腎と関わりが深い。 ㉖ □ ○

㉗ 苦、意、憂は全て水に属する。 ㉗ □ ×：苦は火、意は土、憂は金に属する。

㉘ 呑、咳、欠は五声の分類である。 ㉘ □ ×：五声 → 五病

㉙ 五脈の弦は肝と関わりが深く、春に表れやすい。 ㉙ □ ○

㉚ 五行の関係で循環的な産生関係を相克という。 ㉚ □ ×：相克 → 相生

㉛ 五行の関係で相互に制約しあうことを相生という。 ㉛ □ ×：相生 → 相克

㉜ 相乗とは相生が過剰になっている状態である。 ㉜ □ ×：相克が過剰な状態

㉝ 相克の関係が逆になっている状態を相侮という。 ㉝ □ ○

㉞ 木と土は相生関係にある。 ㉞ □ ×：相生関係 → 相克関係

㉟ 土と金は相生関係にある。 ㉟ □ ○

㊱ 水と木は相生関係にある。 ㊱ □ ○

㊲ 相生関係は水、火、土、金、木の順に循環する。 ㊲ □ ×：木、火、土、金、水

㊳ 木と土は相乗関係になりうる。 ㊳ □ ○

㊴ 木と土は相侮関係になりうる。 ㊴ □ ○

㊵ 火が金を克す関係を相侮という。 ㊵ □ ×：相侮 → 相克または相乗

㊶ 水が土を克す関係を相侮という。 ㊶ □ ○

㊷ 相乗や相侮は異常な状態である。 ㊷ □ ○
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□	 人体を構成する生理物質は、（精）・（気）・（血）・（津液）に分類される。

□	 人体において、気は（陽）に属し、血 ・ 津液 ・ 精は（陰）に属する。

 五神
□	 （魂）は（肝）と密接な関係にあり、（気機の調節）を行う。

□	 （神）は身体活動および（精神活動を統率・制御）する機能のことであり、（心）と密接に
関わる。

□	 （意）は思考・推測・注意力・記憶などの精神活動のことであり、（脾）と密接に関わる。

□	 （魄）は（感覚）（運動）や情志などの精神活動のことであり、（肺）の機能と密接に関わる。

□	 （志）は記憶の維持などの精神活動に関与し、（腎）と密接に関わる。

 五志・七情
□	 五志には、（怒）（喜）（思）（憂）（恐）の5つの情動・情緒がある。

□	 七情とは、（怒）（喜）（思）（憂）（恐）（悲）（驚）の7つの情動・情緒のことである。

 生理物質（精・気・血・津液）
A．精（先天の精・後天の精）

□	 （先天の精）は先天的に父母から受け継いだ物質で、（腎）に貯えられ、人体の（成長）（発
育）の源となる。

□	 （後天の精）は脾胃の働きによって飲食物（水穀）から後天的に得られ、絶えず（腎精）を
補充している。

B．気

□	 気とは、人体を構成し、生命活動を維持する（精微物質）を表すとともに、（機能）を表す
言葉でもある。

□	 気は絶え間なく運動しており、（昇）（降）（出）（入）という方向性がある。この気の運動を（気
機）と称する。

□	 腎に貯えられている精は、絶えず（原気）を化生する。

□	 飲食物は、脾胃の機能により消化・吸収され水穀の精微となり、（気）が化生される。

気血津液の生理2


